
働く広場 2005.613

写真・文／小山博孝

重定
シ ゲ サ ダ

知佳
チ カ

さん
（福岡県北九州市・㈲化成フロンティアサービス）
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昨
年
一
〇
月
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
全
国

障
害
者
技
能
競
技
大
会
。ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
部
門
、

三
時
間
の
競
技
が
終
了
し
た
。「
最
後
ま
で
で
き
な
か

っ
た
。
だ
め
や
ね
…
…
来
年
、
ま
た
頑
張
ろ
う
」
と
完

璧
主
義
の
重
定
シ
ゲ
サ
ダ

知
佳
チ

カ

さ
ん
（
二
二
歳
）
は
思
っ
た
。

翌
日
の
閉
会
式
前
、競
技
の
成
績
発
表
が
始
ま
っ
た
。

「
重
定
さ
ん
、
お
め
で
と
う
。
金
賞
よ
」
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
誰
か
と
間
違
え
て
い
る
と
思
っ
た
。

「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
部
門
、
金
賞
の
重
定
知
佳

さ
ん
。
こ
ち
ら
へ
並
ん
で
下
さ
い
」
と
誘
導
す
る
係
員

か
ら
催
促
さ
れ
た
。
夢
か
と
思
っ
た
。

閉
会
式
が
始
ま
り
、
表
彰
式
に
移
っ
た
。
金
メ
ダ
ル

が
重
定
さ
ん
の
首
に
か
け
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
も

受
け
た
。
夢
で
は
な
か
っ
た
。
二
度
目
の
挑
戦
で
の
快

挙
で
、
重
定
さ
ん
の
夢
が
叶
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
閉
会

式
が
終
了
し
て
、
す
ぐ
に
両
親
に
電
話
を
入
れ
た
。

「
本
当
に
、
金
、
本
当
に
よ
か
っ
た
ね
ー
」
と
喜
ん
で

く
れ
た
。

重
定
さ
ん
は
、
病
気
の
た
め
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら

両
下
肢
に
障
害
が
で
て
き
て
、
次
第
に
歩
行
が
不
自
由

に
な
っ
て
き
た
。
不
整
脈
の
た
め
心
臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
も
入
れ
た
。

こ
う
し
た
重
定
さ
ん
に
、
気
分
転
換
に
と
父
親
が
パ

ソ
コ
ン
を
買
っ
て
く
れ
た
。
毎
日
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
も
通
っ
た
。
高
校
時
代
に
は
ワ
ー
プ

ロ
検
定
一
級
も
取
得
し
、
英
文
ワ
ー
プ
ロ
も
学
ん
だ
。

高
校
卒
業
後
、
有
限
会
社
化
成
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
に
入
社
し
て
、
四
年
目
。
重
定
さ
ん
は
、
現
在
、

Ｏ
Ａ
セ
ン
タ
ー
で
制
作
さ
れ
る
印
刷
物
等
の
校
正
を
担

当
し
て
い
る
。

有
限
会
社
化
成
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
一
〇
九

名
う
ち
六
四
名
が
障
害
者
）
に
は
、
多
く
の
障
害
者
が
、

入
力
、
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
、
メ
ー
ル
、
写
真
―
―
と
多

く
の
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

参
加
を
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
他
の
レ
ベ
ル
を
知

る
機
会
と
し
て
参
加
を
勧
め
、
会
社
ぐ
る
み
で
応
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
当
機
構
が
主
催
し
て
い
る
「
障
害
者

雇
用
職
場
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
も
応
募
し
、
平
成
一

六
年
度
の
最
優
秀
賞
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）
を
受
賞
す

る
な
ど
、
障
害
者
雇
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ホテルから競技会場へ到着 仙台空港で、出迎えを受ける

閉会式で、本誌の取材を受ける重定さん 「やった、やった。知佳ちゃん、金賞やで」
第27回全国障害者技能競技大会〈アビリンピックみやぎ2004〉（10月15～17日）

金メダルと、厚生労働大臣表彰を受ける重定さん 落ち着いて、競技に挑む重定さん
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41名が参加し、最多出場者競
技となったワード・プロセッサ

重定さんの担当する仕事は校正。あまりパソコンを使うことがないが、「一日一回は、パソコンにさわらないと禁断症状になる」という重定さん。大会前、仕事が終わって、
会社でも毎日練習に励んだ。「今度は、国際大会をめざして、さらに頑張りたい。できれば、金メダルを取りたい」と意欲満々

有
限
会
社
化
成
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
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※
障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
三
菱
化
学
株
式
会
社

の
特
例
子
会
社
と
し
て
平
成
五
年
に
設
立

校正担当者の会議 化成フロンティアサービスの朝、朝礼のあと
全員で、毎日、“ひとこと手話”講習

歩行が不自由でも、会社では車いすを使わずに、伝い歩きでリハビリに励む 車いすテニスも大好きで、全日本ランキン
グ28位と活躍。昼休みにはシャドーテニス
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本田さんは3回目の出場（いずれもDTP）、今回で2度目の銀賞だ。
（アビリンピックみやぎ2004で、表彰を受ける本田さん）

担当したポスターの印刷仕上がりをチェックする本田さん

アビリンピック入賞した2人は、社内表彰、福岡県知事表彰も受けた

知事に報告、あいさつする重定さん。
「知事の前で、あがってガクガクでした」とは本人の弁

麻生福岡県知事を訪ね、アビリンピックの報告を
する重定さんと本田さん

福岡県選手団の結団式で
決意表明をする本田さん

小児マヒの後遺症のため、下肢に障害のある本田さん。商業デザインを勉強して、重定さんと同じ
OAセンターのデザインチームで活躍している。次回の大会で、金賞をめざすのが、当面の目標だ

重定さんとともに、アビリンピックのDTP部門に参加した同僚の本田秀人さん（48歳）


